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月蝕の豫報欝：算（3）
Predictions　of　Lunar　Eclipse．
熊＿塑∵：監ざ：一5吻吻i・
　毫9．位置角　‘・位置角”とは，月面上で，北極の方向から所要の黙まで，時
計の針の圓榑と反照の方向に測った角を云ふのであって，第9圓では，各位相
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に就V・Px，　PII，　Pm，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Plvを指す．此の角
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1を知ると，月が何れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の方向から蝕されて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行くか，叉，蝕が溝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　失して行くか判る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扱て，第9圖から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亥の關係が容易に判
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．
第　　9　圖
PI＝＝QI－1800
Pll；＝Qll
Pm＝Qm＋1800
？iv＝＝Qiv
故に，各位相のQが知れsば，容易にPは求まる課である．Qは方程式（7）
から得られる．しとして，　L・を代入するか，　L・を代入するかに從って，　Q，・
Qlvを得るか，　Q，1，　Qiuを得る鐸である．三角画数の計算法に慣れてみないと
象限を間違へて，思はぬ：失敗をし勝ち故，理論は別とした簡便法に依ってQを
求めてみよう．鵬σ）式の叫謡N）』・哩鋤備搬概し
て，眞藪表中sinの欄のその値に封嘉した角がθ。であったとする．勿論，θ
は一璽x皿の頭に關係なく求めた鮪筋る・e・磁に乱た如く
M、はoo：或は1800に定ってみるから，　Mが0。の時はθに負號を，又，180。の
時には正號をあたへる事と規約する．斯く，正號或は負號を有ったθ。にNを
加！〉た値をQiV（L2を用いた場合はQm）とし，　Q，（或はQI互）は（Q，一N）＋
（QIv－N）＝・　180。［或は（Q，，一N）＋（QIIr　N）＝　180。］なる關係式から求める、
　覆IO．各位相の時刻　家に，各位相の時刻を求める爲に，　Tに加ふべきtを
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（8）から計算すれば宜いのである．帥ち，初等の場合は，（7）式から前節の如
くして求めた（Qr　N）及びLユを，（8）式に代入すれば，　tlは訳の如くなる，
　　　　　　　t，．．Jt．－ggo！s　gt一＝N．！）一　．　一gLg．Eog！（M1＝一“2－M－N）　，．．．，，．．，，．．，，，，．，，．．，，，．，（g）
　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　n
然るに，QrNは前圖にも判る様に，殆んど常に90σと1800との間の角であ
るから，鋭角の三角函数に直す必要がある．帥ち，前述した（Q，一N）＝1800一
（Qiv一一N）なる關係から，　cos（QI－N）＝一。◎s（Qlv－N）と写る．から，（9）式は
　　　　　　　tド1空£塑」；QIv－N2＿mcos（lyt7一一N）　．．，．．，，，”．，」．，・．，，，，…（io）
　　　　　　　　　　　　n・　n
となる。省復日のtlvを求めるには，（QiV－N）が鋭角であるから，正負を考
へるには及ばない．帥ち
　　　　　　　t，v，．，r！t，Lgcgts，一yu：．！y！Qlv’N）一umum．L！LglS」tY！＝．IY－N）　．．，，．，．．，，，，，．，．．，．．，．．（m
　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　n
から求められ．る．蝕嚇のtllには（10）式を，生光のtmには（11）式を，夫
れ・妃々使って，Liの代りにし2を，（Qw－N）の代りに（QIII－N）を用ゆれ
ば宜いのである．
　併し，不明瞭を恐れて，計算法をもう一度要約して置く．なら
　　　i）角（Q－N）を求める事．
　亥の式から（Qlv－N）及び（QI，，一N）を求める．．但し，此等の角は共に鋭角
である．
　　　　　　初電復圓・s・・（Q“r－N）一ms’n詳一N）………・一………（i・）
　　　　　　食鰍生光・s・・（Q・H－N）』sin理詰塑一一一…一…（・3）
　　　ii）時間tを求めるこ乏．
　i）に依って求められた角（Q－N）を使って，亥式からTに加ふべき．tを求
める．但しtの値は，三位が一時間’（h）である事に注意．
　　　　繍・tI一一｛mcoslM一塑一．＋勉£撃v－Nl｝・一一・・…4・
　　　　鰍・t…一｛塑co§IM－N）・L2　cos撃III－N）｝一………（・5）
　　　．生光・tl・・・…　一｛』墜s孟M』一一L2　cos禦III－N）｝・一・・……（16）
　　　　復圓・t・v＝＝．一｛mcoslM一団一Ll　c撃v皿野）｝………t一・・7・
　　　iii）各位相の時刻を求める事．
　今迄，Tは繋衝の町刻に近い値として，．考へて來たが，今，封衝匠等しいも
のと考入て，前項のtをTに加へれば，所要の時刻を得る，
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　　　　　　　　　　　初麟の時刻：TI＝T十tI
　　　　　　　　　　　蝕既の時刻：Tn＝T十tlI
　　　　　　　　　　　生光の時刻：Tm＝T＋tm
　　　　　　　　　　　復圓の時刻：TiV＝＝T＋tlv
　＆11．蝕甚及び蝕分　蝕甚は，初冠と復圓の，：或は蝕脇と生光の，中央に當
るから，（14）と（17），或は（15）と（！6）とを加へて，2で除す事に依り，
蝕甚の時刻が得られる．帥ち
　　　　　　蝕甚の時刻：TM＝T一一里cos（M－N）　…・・…一…………・・一（18）
　　　　　　　　　　　　　　　　n
次に，月が鱒程蝕されてみるかの’x合ぴを示す蝕分を求める．“蝕分”と
は，嚴密に云ふと，陰影の覗牛径と月の硯冠状との和から陰影と月の中心との
間の角距離を減じた値を，月の覗直径にて除したものである．都ち
　　　　　　　陰観難辮舗雛離量（…一・）・・一L。
　　　kA・　”　　肋睨融　　＝　　2、　h
　　　　　　　　　　　　　　＝　L卜しm　．＿＿．＿．．＿＿＿…・一…・＿（18）
　　　　　　　　　　　　　　　　　2s
Lmとして，種々の値を代入すれば，その場合々・々の蝕分を得るが，今，最大
の蝕分を求める爲に，L・を蝕甚の時亥llに於ける爾中心間の距離とすれば・・蝕
甚の時はQ－N　・・　90。と成るから，Lmは式（7）から
　Lm　＝　m　sin　（M－N）・・　…（19）
となる．此れを（18）に代入し
て，計算すれば宜いのであるが
第10圖に見られる檬に
　蝕分〈1　　　　部分蝕
　蝕分〉工　　　　皆既蝕
となる事は論を待つ迄もなから
う．以上で，甘んど月蝕方程式
から求め得る關係式は審きた．
月蝕の計算としては，以上の外
に，高度や方位角を求めなけれ
ばならなV・が，此等の求め方は
他日にゆつる事として，次章か
らは，實際の計算を，實例に就
いて記する事にし様と思ふ．
書酬・月働
働』Tやs魑趣
4｝　！．
／腕
?
　　　sv
一　ST　．　sV一”11）
　sぴ　　　δw
・1一器く・
働躍エ工遡　　　　　bW
　　＝．叢＿舘ギ汀
　　Sif、　5び
第　　10　圖
㍗器＞2
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　　　　　　　　　　　　　IV．月蝕の鐵値計算：
　壱12．月蝕要素　自分が本文を書き初めた：重黙は，勿論此の章迄あった．最
初の老としては，数値計算法のみ書いてみ度く思ってみたのであるが，眉、はぬ
蛇足を加へて了つた．此んな鐸から，前章迄は極力簡略したので，不判然とし
た結果となったのではなからうかと，怖れてみる．尤も，本來の目的である本
章は精細に記してみようと．思ってみるが．
　扱て，月蝕の計算に必要な基準量を蝕の“要素”と呼び，赤経の劇衝の時刻，
その時刻に於ける太陽と月との赤経及び赤緯，その毎時の攣化量，及び太陽と
月との覗三三及び親差め12：量の事である．此の要素は，暦に載ってみるから，
其れ等を乖として，計算するのである．此れから計算法を記すに就いて，實例
を求めるのに，今年の8月置月蝕は部分蝕であり，と云って，將來起るべき皆
既月蝕の要素は，今，知る由もないので，不本意ながら，過去の月蝕に例を取
る事とする．尤も，此れでは豫報の意味にはならないが，皆既蝕の計算法が牛1］
れば，部分蝕は容易に計算出來るのであるから，8月15日の今年の月蝕に就い
て，是非計算を試みられん事を熱望して置く．
　計算例を1939年5月3日夜戦の皆既蝕に求めて，月蝕¢）要素を示すと，’次の通
りである．但し，下冷を簡軍にする爲に，封衝に於ける赤経をα，赤緯をδ，
その毎時の攣化を夫々μ，Vとし，太陽，月，陰影中心の夫々の場合に從って
右下に⑨，（，Sを附けて村勢する事とする．伺，覗差（P）観幸手（S）は，太
陽の値には大文字を，月の値には小文字を使用する事と約束する．
　　1913年五月4目の月蝕要素
赤経のi封衝（T）：五月4日Oh　2m　32．s9
太
? ?
赤　　　　　経
赤　　　　‘緯
赤経の毎時三七
赤緯の毎時攣化
覗　　　　　差
覗　　牛　　裡
?????　2h　39fn　21．s55
－1－150　31i　37／tl
　　　　　十9．s三8
　　　　　　44．tt4
　　　　　　8／t7
　　　　　　951／t8
????
?
　14h　39m　21．S55
－150　9t　47．tt9
　　　　　十137．s18
　　　　　－441．tto　・
　　　　　3466．tt9
　　　　　943．tt9
　樹，月蝕要素は天界や，理科年表或は今年から新しく水路部から獲行される
天心位置表に，月蝕のある度毎に掲載されてるる．
（’O　s’く）
